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研究成果の概要（和文）：小学校音楽科の授業で、思考力・判断力・表現力の育成を目指す「音楽づくり教材」の開発
を行った。ここでは、難しい作曲のルールを知らない初心者の子供でも、すぐに作り方の説明を受けて音楽づくりでき
る教材の開発を行った。その結果、実践により、学習者が作る過程において、思考・判断をフル活用しつつ、音楽づく
りを楽しみながら学習でき、自らすぐに表現できることが明らかになった。また、評価規準・基準も明確に示したこと
により、現場ですぐに活用できることが大いに期待される教材になったといえる。

研究成果の概要（英文）："Creative Music-making Teaching materials " have been developed aiming at 
upbringing of the thinking power, judgement and the expressive power at the session of an elementary 
school music course. Even the beginner's child who doesn't know a rule of difficult composition will have 
the explanation of how to make immediately here, and, music making, can, teaching materials have been 
developed. It became clear that it can be learned while enjoying music making, making full use of thought 
and a judgement in the practiced result and the process a learner makes, also it became clear that it can 
be expressed immediately personally. It was the teaching materials expected very much to be able to 
utilize immediately at a site by the thing an evaluation criterion and a par also indicated clearly.

研究分野：音楽教育学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
なぜ、思考・判断・表現力が必要になる

のか。21世紀は、科学技術をはじめ様々な

社会の仕組みの変化のスピードが著しく加

速しており、年単位、月単位で新しい知識

や技術が要求され、過去の知識や習慣では

対処できない対応を迫られることとなる。

つまり、知識創造社会の時代に入っている

ので、創造的な知的能力が求められること

となる。そこでは、アイディアを考えだし

たり、未知の状況での判断を迫られたりす

る。従って創造的な解決能力が求められる。

これらを実現するためには、必然的に思考

力と判断力が求められ、自らの考えを発信

する表現力も必要となる。 

 このことは、学校教育法第 30 条第 2 項

にも述べられ、学習指導要領でも全教科で

の実現が求められている。また、持続可能

な発展のための教育 ESD（Education 

Sustainable Development）においても、

これらに関わる能力の育成が求められてい

る。 

ESDにおいては、国連の「持続可能な開

発のための教育の 10 年実施計画」(2006)

を基に、ESD-J2006日本版において育みた

い力として、次の 10点を示している(1)。①

自分で感じ考える力、②問題の本質を見抜

く力、③問題の本質を批判する思考力、④

気持ちや考えを表現する力、⑤多様な価値

観を認め尊重する力、⑥他社と協力して物

事を進める力、⑦やり方から作り直す力、

⑧自分の望む社会を思い描く力、⑨地域、

国、地球の環境容量を理解する力、⑩自ら

実践する力、である。これらを実現するた

めにも思考・判断・表現力は大変重要とな

る。 

小学校学習指導要領音楽の A 表現(３)

「音楽づくり」ではどうであろうか。まず、

創作領域の「音楽づくり」は「児童が自ら

の感性や創造性を発揮しながら自分にとっ

て価値のある音や音楽を作ること」と定義

されている。これらの実現のためには、自

らで思考・判断・表現することが求められ

る。 

 これらの知識創造社会、学習指導要領及

び ESD の求める能力は、創造性と深く関

わる。ここでは創造性を「自己実現の創造

性」としてとらえ、恩田彰(2)、マズロー(3)、

ヴァン・ファンジュ(4)、情報論(5)の考え方

を総合的に検討すると、創造性とは、アイ

ディアをつくりだす能力で、既存の素材を

分解して、新たに創造者の考える組み合わ

せで、結合したり構築したりして新たな考

え、モノ、作品を作ること、と言える。従

って、創造性にも、思考・判断・表現力が

求められる。 

 以上の思考・判断・表現力の育成の立場

から、これまでの筆者の研究との関わりを

考える。筆者は長年創作及び音楽づくり（小

学校の学習指導要領ではこのように記載されてい

る）の教材開発及び指導方法(6)の実践・研

究を行ってきた。それは、学習者が創作テ

ーマに沿って自ら新しい作品を作りだす学

習活動であるため、思考・判断・表現力が

必然的に求められると実感してきた。 

 これらのことから、本研究テーマを設定

した。 
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２．研究の目的 
 本研究の目的は、音楽科の授業で、今日

の教育で育成する力として求められる思考

力、判断力、表現力を育成するための小学校

音楽科の教材を開発することである。特に、

小学校音楽科の表現・創作領域（音楽づくり）

に焦点を当て、実践教材の開発・検証を行い、

最終的に実践のための事例集やガイドライ

ンを作成して教育現場に提供することを目

指した。まず、これらの力がどのような価値

があるのか、なぜ必要なのかを、学習指導要

領の視点、ESD（持続可能な発展教育）の実

現を目指す視点、創造性育成の視点などから

明らかにする。次に、その意義の視点から、

学習できる実践教材を開発し、実践を通して

その効果を検証し、その結果に基づき改善、

検証を繰り返し、最終的な教材を提示する。 

 
３．研究の方法 

1 年目は、理論的研究のため、文献を

中心とした研究を行った。学校教育、学

習指導要領で求められる思考・判断・表

現力と ESD 教育で求めるこれらの能力の

関係性や共通点を明らかにする。次に文

献などから、創造性との関係から、「創

造」は人間の本源的な心的活動で人を人、

たらしめる条件であると言われるように、

人間の教育での価値を明らかにする。そ

して、育成すべき力に基づき、どのよう

な創作に関わる教材がふさわしいか、提

示方法、指導方法に関して、研究協力者

を交えて検討した。 

2 年目は、仮説に基づき実践的方法で

研究を行った。仮説に基づいた開発教材

を試実践し、結果の分析から問題点を導

き出し再検討した。 
3 年目は、改善案を実践し検証を行う
とともに、現場での活用を考え、評価規
準・基準を明確に設定して、さらに試実
践を行った。後半には、現場で活用でき
ることを踏まえて、事例集や活用ガイド
ラインを作成した。 
 
４．研究成果 

開発した「音楽づくり教材」が、学習に

おいて、① 学習者が課題設定できる教材、

② 学習者が作品の仕上がりを予測できる

教材、③ イメージや想像力をはたらかせ

やすい教材、④ 学習者が分析、総合の学

習活動を繰り返すことのできる教材、⑤ 

教材から多様な推理や思考、判断ができる

教材、⑥ 鑑賞者が作品を理解しやすい教

材、であるなどが明らかになった。 

つまり、学習者が思考・判断・表現力を

育成できる教材であることがわかった。 

さらに、学習時における評価の観点や評

価規準・基準を、他教科との関連性も勘案

して明確に提示することで、小学校の指導

者が評価規準・基準を意識しつつ指導でき

ること、それにより児童の思考・判断の学

習が深まることが明らかになった。このよ

うな評価規準・評価基準を設定することで、

音楽の指導を苦手とする教員や指導初心者

でも明確で具体的な支援ができることが明

らかになった。 
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